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1. はじめに
本学では, 一年次全学部の学生に対し, 基礎教
養教育科目として ｢情報リテラシー｣ を開講して
いる｡ ｢情報リテラシー｣ では, ｢江戸川大学の情
報基盤に接続し, インターネット上の必要な情報
等を収集するとともに, それらを適切に活用し,
指定された書式のレポート等を作成し, 提出する
ことができるようになること｡｣ を目標とし, 学
内でのネット利用, 基本的なパソコンの操作, イ
ンターネットの基礎知識, Wordや Excel, Power
Pointといった基本的なソフトウェアの操作方法,
レポートの作成方法などの指導を行っている｡
本研究では, ｢情報リテラシー｣ の講義の初回
と最終回に情報スキルチェックを実施することに
より, 学生側からと教員側からの以下の二つの効
果を期待し, スキルチェックの精度を検証してい
る｡ 一つ目は, 自己診断でスキルチェックを行う
ことにより, 学生自身が振り返り, 自律学習を促
す効果である｡ ｢振り返り｣ は, 学生自身が学ん
でいることを意識し, 確認していく大切な作業で
ある｡ 情報スキルチェックを行うことにより,
｢情報リテラシー｣ という講義の中で, ｢何を学ぶ
か｣ ｢何を学んだか｣ を学生自身が意識すること
により, 学びの姿勢が変わることが期待できる｡
二つ目は, 初回と最終回のスキルの伸びの差によ
り, 教材や講義の内容の教育的効果を判断して改
善を行えることである｡ 学生の理解度の低い内容
を把握し, 学習しやすい教材や講義の進め方の検
討に役立てることができる｡
2. スキルチェックの作成
情報スキルチェックを学生が確認し, 認識・判
断しやすい技能や知識レベルで行うために, 先に
掲げた大目標を細かい技能や知識の習得に分解す
る作業から行った｡ まず, 大目標を ｢①インター
ネット上から情報を収集し, ②レポートを作成・
発表できること｣ と考え, ①と②の大前提として
｢Windowsの基本的操作｣ が行えることとし,
①を安全に適切に行えるように, ｢インターネッ
ト社会｣ についての知識を有し, ｢学内ネットワー
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要 約
本研究では, 情報リテラシー教育のスキル指標を作成し, その有効性を検証した｡ スキル指標を作成してスキ
ル調査を実施することにより, 学生の振り返りを促す効果があり, また講義および教材の改善に役立てることが
できる｡ 一年次の講義である ｢情報リテラシー｣ の初回と最終回にスキル調査を実施し, 二群のデータを比較す
ることによりスキル指標としての有効性を検証した｡ また, スキル指標の示す数値と講義の内容を比較し, 講義
の改善に役立てる方法を検討した｡
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クの利用｣ が行えることとした｡ ②では, レポー
トを作成・発表するためのアプリケーションの利
用に絞り, レポートを作成するためのWordの
使い方を確認する ｢文書処理｣, レポートに表や
グラフを挿入するための Excelの使い方を確認
する ｢分析と加工｣, 調べたことを発表するため
の PowerPoint の使い方を確認する ｢プレゼン
テーション｣ とした｡ ただし, アプリケーション
の使い方だけでなく, レポートというものやデー
タという考え方, プレゼンテーションのコツなど
という, アプリケーションに含まれない知識も含
めることとした｡
最終的に 25の細分化した技能や知識に分解し
たものを表 1に示す｡
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表 1 情報スキル一覧
No. チェックするスキルの内容
1
EDONET (江戸川大学のネットワーク) に接続し, 授業に必要な大学システム (エドポタ・エドへん・
エドクラテス) を使用することができる｡
2
Edomail (江戸川大学のメールシステム) を利用して, メールの送受信, 添付ファイルの送受信を行う
ことができる｡
3 プリンタに接続し, ドキュメントを印刷することができる｡
4 ファイルやフォルダを作成し, 複写・移動・削除することができる｡
5 フォルダ構成を理解し, 作成したファイルをどこに保存したか探し当てることができる｡
6 検索エンジンを使って, インターネット (Web) から目的とする情報を探し出すことができる｡
7 江戸川大学の図書館の検索システム ｢エリス｣ を利用し, 必要な文献情報を探し出すことができる｡
8 江戸川大学の図書館の ｢データベース検索｣ を使い, 授業やレポートに必要な情報を検索することができる｡
9
エドクラテス (江戸川大学の学習支援システム) 上に, 課題のファイル提出・オンラインテストの書き込
みを行うことができる｡
10 個人を特定できる情報について, 適切に管理することができる｡
11 PCのセキュリティを守るためのWindowsやウィルス対策ソフトの設定を行うことができる｡
12 ファイル共有ソフトの危険性について説明することができる｡
13 情報の収集や発信を行う際に留意すべきことを説明できる｡
14 レポート作成等で, 他人の著作物を利用する際, 適切に処理することができる｡
15 文字の入力と変換ができる｡
16 Wordで簡単な文書 (文字の入力のみ) を作成し, 保存することができる｡
17
Wordで簡単な書式設定 (文字の右揃えやフォントサイズの変更, 箇条書きの設定, 余白の設定等) がで
きる｡
18 Wordで絵・図の挿入ができる｡
19 Excelで書式を整えた表を作成できる｡
20 Excelで簡単な関数 (合計や平均等) を使うことができる｡
21 Excelでグラフを作成できる｡
22 Wordに Excelで作成したグラフを挿入することができる｡
23
PowerPointで, スライドのレイアウトを設定し, 文字を入力し, 簡単なプレゼンテーション資料を作る
ことができる｡
24 PowerPointのスライドショーを使用してプレゼンテーションを行うことができる｡
25 人に伝えるための資料の作り方にかかわる留意点を説明することができる｡
3. スキルチェック調査の実施
情報スキルチェックはGoogleのアンケートフォー
ム機能を使用し, インターネット上で行った｡ ア
ンケートフォームの一部を図 1に示す｡
回答は ｢自分で理解し (実行し), 人に説明す
ることができる｣ ｢自分で理解している (実行す
ることができる)｣ ｢言葉だけ聞いたことがあるが
理解していない (実行することができない)｣ ｢全
く聞いたことがない｣ の 4段階で回答し, 自己診
断でスキルをチェックする仕組みになっている｡
スキルチェックは講義の第 2回目と第 14回目に
行い, 各回 382件のデータを取得することができ
た｡ 履修人数 495名の約 77％にあたる｡ そのう
ち, 有効回答データ 249件について分析した結果
を図 2に示す｡ このデータは ｢自分で理解し (実
行し), 人に説明することができる｣ を 4とし,
｢自分で理解している (実行することができる)｣
を 3, ｢言葉だけ聞いたことがあるが理解してい
ない (実行することができない)｣ を 2, ｢全く聞
いたことがない｣ を 1として集計している｡
また, スキルチェックの結果が 1回目と 2回目
で有意に差があるかを検定した結果を表 2に示す｡
すべての項目において, 1回目と 2回目のスキル
チェックにおいて, 有意水準 5％で有意な差が見
られた｡
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表 2 1対の標本による平均値の検定結果
No. 1回目平均 2回目平均  両側
1 3.02 3.55 6.57 E28
2 2.59 3.45 8.09 E44
3 2.33 3.55 1.14 E64
4 2.72 3.46 6.1 E32
5 2.46 3.45 1.43 E45
6 3.26 3.59 8.33 E13
7 1.57 3.03 2.99 E72
8 1.65 2.95 2.29 E63
9 1.73 3.37 4.86 E83
10 2.6 3.18 2.59 E22
11 2.08 2.75 2.4 E32
12 2.02 2.74 7.93 E36
13 2.21 2.92 4.68 E29
14 2.31 3.13 5.64 E34
15 3.43 3.74 1.73 E15
16 3.15 3.71 4.51 E28
17 2.81 3.53 1.63 E35
18 2.67 3.53 8.71 E44
19 2.5 3.31 3.32 E41
20 2.36 3.33 4.17 E50
21 2.36 3.35 3.43 E53
22 2.18 3.34 1.04 E64
23 2.35 3.44 4.28 E56
24 2.3 3.38 4.52 E52
25 1.99 2.96 1.02 E49
図 1 スキルチェックの入力フォーム
図 2 情報スキルチェック結果
4. 今後の課題
今回の情報スキルチェックで, 半年間の ｢情報
リテラシー｣ 科目の受講により, 調査した 25の
スキルに対して明確な伸びが見られた｡ ｢学内シ
ステムの利用｣ と ｢分析と加工｣ ｢プレゼンテー
ション｣ の伸び率がよく, 講義の内容や教材が適
切だったと思われる｡ ｢文書処理｣ に関しては学
生の元々のスキルが高く, 伸び率こそ高くないが,
スキルの習得率は高かった｡ 習得率が低いスキル
は本学の ｢図書館データベースの利用方法｣ と
｢情報化社会での留意事項｣ であった｡ これらの
内容に関しては, 講義の流れと教材の見直しを行
う｡
今回の調査で, 382件のデータを取得しながら
有効回答数が 249件と少なかったのは, 未回答の
データが混在していたためである｡ 未回答のデー
タというのは, 設問すべてに未回答なわけではな
く, 1問ないし 2問程度の未回答で, 回答ミスと
推察される｡ このような回答ミスをなくすため,
アンケートフォームに未回答のチェック機能を盛
り込む必要がある｡
今後は, 学生がスキルチェックにより行った
｢振り返り｣ の効果の検証を行い, 自律学習の支
援に結びつくかの検討を行っていきたい｡
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